Panasonic 


Switch-M 5ePWR/M 5eX 

品番 PN 27059 /PN 27050 


• お買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

• 説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

參ご使用前に「安全上のご注意」 （3 〜5ページ） を必ずお読みください0 
• 対象機種名 • 品番一覧は次ページをご覧ください。 


取扱説明盡 

CU 編 














人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を説明しています。 


△注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 



△注意 

Q 

禁止 

•交流1 00 V 以外では使用しない 
火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

•ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 
感電 • 故障の原因となることがあります。 

•雷が発生したときは、この装置や接続ケーブルに触れない 

感電の原因となることがあります。 

籲この装置を分解 • 改造しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

•電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、はさみ込んだ0、重いものをのせたり、加熱したりしない 

電源コードが破損し、火災 • 感電の原因となることがあります。 

•開□部やツイストべアポート、コンソールポートから内部に金属や燃えやすいも 
のなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 
火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

•水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

•直射日光の当たる場所や温度の高い場所に設置しない 

内部温度が上がり、火災の原因となることがあります。 











0 

禁止 


△注意 


•ツイストべアポートに 1 0 BASE - T /1 OOBASE - TX 以外の機器を接続しなし、 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

•コンソールポートに本装置が対応する結線仕様以外のコンソールケープルを 
接続しない（結線仕様につきましては、各機種の取扱説明書【メニュー編】 
付録 A をご確認ください） 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 


•この装置を火に入れない 
爆発 • 火災の原因になることがあります。 










籲付属の電源]-ド（交流 100 V 仕様）を使う 

感電 • 誤作動 • 故障の原因となることがあります。 


參必ずアース線を接続する 

感電 • 誤作動 • 故障の原因となることがあります。 


•鼋源コードを電源ポートにゆるみ等がないよう、確実に接続する 

感電や誤動作の原因となることがあります。 

❶ 

•故障時はコンセントを抜く 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

必ず守る 

•この装置を壁面に取り付ける場合は、本体及び接続ケープルの重みにより落下し 
ないように確実に取り付け • 設置する 
けが•故障の原因となることがあります。 


•自己診断 LED ( STATUS ) が橙点滅となつた場合は、システム障害のためコンセン 
卜を抜< 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 


•ツイストべアポート、コンソールポート、電源]—ド掛けプロックの取り扱いに 
は注意のうえ取り扱う 
けがの原因となることがあります。 




使用上のご注意 


•内部の点検 • 修理は販売店にご依頼ください。 

•商用電源は必ず本装置の近くで、取り扱いやすい場所からお取りください。 

•この装置の設置 • 移動する際は、電源コードをはずしてください。 

•この装置を清掃する際は、電源コードをはずしてください。 

•仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ご注意ください。 

•この装置をマグネットで取り付ける場合は、ケープルの重みなどで製品がずれたり落下したり 
しないことをご確認ください。また、ケープルを接続するときは、製品本体を押さえて接続し 
てください。 

•マグネットにフロッピーディスクや磁気力ードなどを近づけないでください。記録内容消失の 
おそれがあります。 

•この装置を〇 A デスクに取り付けた時、取り付けたまま、ずらさないでください。塗装面によ 
ってはキズがつくおそれがあります。 

• R 」45 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケープルのモジュラプラグや 
SFP 拡張ス□ット内部の金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしないでください。 
静電気により故障の原因となることがあります。 

參コネクタに接続されたツイストペアケープルのモジュラプラグを力一ぺットなどの帯電する 
ものの上や近辺に放置しないでください。静電気により故障の原因となることがあります。 

•落下などによる強い衝撃を与えないでください。故障の原因となることがあります。 

參コンソールポートにツイストペアケーブルを接続する際は、事前にこの装置以外の金属製什器 
などを触って静電気を除去してください。 

•以下場所での保管 • 使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管 • 使用をしてください） 

一水などの液体がかかるおそれのある場所、湿気が多い場所 
一ほこりの多い場所、静電気障害のおそれのある場所（力ーペットの上など） 

一直射日光が当たる場所 

一結露するよ d な場所、仕様の環境条件を満たさない高温•低温の場所 
一振動•衝撃が強い場所 

•周囲の温度が〇〜 50° C の場所でお使いください。 

上記条件を満足しない場合は、火災•感電•故障•誤動作の原因となることがあり、保証いた 
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しかねますのでご注意ください。 

•本装置の通風□をふさがないでください。内部に熱がこもり誤作動の原因となることがありま 
す。 

•装置同士を積み重ねる場合は、上下の機器との間隔を 2 cm 以上空けてお使いください。 


1 . お客様の本取扱説明書に従わない操作に起因する損害および本製品の故障 • 誤動作などの要 
因によって通信の機会を逸したために生じた損害については、弊社はその責任を負いかねま 
すのでご了承ください。 

2. 本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。 

3. 万一ご不審な点がございましたら、販売店までご連絡ください。 

※本文中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


この装置は，クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用す 
ると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な 
対策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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1. CU の仕様 

1.1. コマンドの階層 

コマンドの階層として以下の4つの階層があります。 

① ユーザモード 

② 特権モード 

③ グローバルコンフィグレーションモード 

④ インター フエー スコンフイグレーシヨンモード 


理 TSfFhi ，yr 



[do £dit Setup Cfiptrol 

N [*6 \〇 


|M5cX> enable 
feeXI confii 

SMS«X(con(ic)l interface faO/1 
|M5eX(coftf if'if )1 exit 
jlfieX(c«nf i()| interf#c« vl«n1 
sM5eX(confif~vl«A)t exit 

KMSeX(oonfi()| exit 

W5«X| dibble 

M6eX> 


U 1 



a 


図 1-1 コマンドの階層 
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1.2. P 皆層間の移動コマンド 

有効コマンド 

• 有効コマンドはユーザモードから特権モードに移るコマンドです。 
(プロンプト名は、ホスト名設定で設定された名称が表示されます。） 


M 5 eX >. ユーザモード 

M 5 eX > enable . ユーザモード=>特権モード 

M 5 eX #. 特権モード 

M 5 eX # disable . 特権モード4ユーザモード 

M 5 eX >. ユーザモード 

無効コマンド 

• 無効コマンドは特権モードからユーザモードに戻るコマンドです。 

M 5 eX #. 特権モード 

M 5 eX # disable . 特権モード4ユーザモード 

M 5 eX >. ユーザモード 


configure コマンド 

• 特権モードからグローバルコンフイグレーシヨンモードに移るコマンドです。 


M 5 eX #. 特権モード 

M 5 eX # configure . 特権モード 

4グローバルコンフイグレーシヨンモード 
M 5 eX ( config )#. グローバルコンフィグレーションモード 
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interface コマンド 

. グローバルコンフィグレーションモードからインターフェースコンフィグレーションモードに 
移るコマンドです。 

M 5 eX ( config )#. グローバルコンフィグレーションモード 

M 5 eX ( config )# interface vlanl . グローバルコンフィグレーションモード 

4インターフェースコンフィグレーシヨン 
モード ( vlanl ) 

M 5 eX ( config - if )# exit . インターフェースコンフィグレーションモード 

4グローノ レコンフィグレーションモード 

M 5 eX ( config )# interface fastethernetO /1 .•グローバルコンフイグレーシヨンモード 


4インターフェースコンフィグレーシヨン 
モード ( interfacel ) 

M 5 eX ( config - if )#. インターフェースコンフィグレーシヨンモード 

M 5 eX ( config )#. グローバルコンフィグレーシヨンモード 

exit コマンド 

• 1つ前のモードに戻ります。 

M 5 eX ( config - if )# exit . インターフェースコンフィグレーシヨンモード 

〇グロー ノ U レコンフィグレーシヨンモード 

M 5 eX ( config )# exit . グローバルコンフィグレーシヨンモード 

力特権モード 

M 5 eX # exit . 特権モード4ユーザモード 

M 5 eX >. ユーザモード 


end コマンド 

• コンフィグレーションコマンドから特権モードに移るコマンドです。 


M 5 eX ( config - if )# end . インターフェースコンフィグレーシヨンモード 

〇特権モード 

M 5 eX ( config )# end . グローバルコンフイグレーシヨンモード 

=>特権モード 
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1.3. ユーザ支援コマンド 

help /? コマンド 

• 各モードで” help ” または“？”を入力すると、そのモードで使用できる全てのコマンド名 
が参照できます。 



J ^ 

£dit Setup Cfiptrol 货 ndow 决 |p 




tftble 


pine 

priority-queue 
r»dlus-server 
reboot 
smp-»rver 
»iP 
I jyslot 
I Uln • い wrv*r 

I 


'More.To stop press (n)f 


To confiture APP confi(ur»tion 

To »l console con( icur«iion 

To set S02.1x conficurat ion 

Exit fro* conficur* aode 

To exit fro* the pr««nt K>6e 

To set the host iwm for lhe sysloi 

Chwe aode to Interface Conf i curat ion aode 

Clot*I IP coof ipKallon subcot^nds 

To locoul (rofe the CLt shell 

Conf icure the MAC address table 

To set OoS 

To display (he «v«il«ble »odet 

Nec«te • coMMnd or sei its defaults 

Ping to the specified tddreu to chock connectivity 

To mp CoS value to • priority queue 

To set RADIUS server 

Reboot systen 

To set SUP conf if in the sytiem 
To SKTP conf it in the sysiea 
To set %yzim lot conf icur«t ion 
To «♦! telnet »rver 
To set sy^teai userrMM «nd p«nrord 


図 1-2 “？” コマンド 


再入力支援コマンド 

• 上矢印キーを入力すると、直前のコマンドが表示されます。 




J : t3" 

| E あ £dit Setup CQpQrol 货 ndc 

刪 tt®lp 



5«X> mble 
5eX| coof it 
l£eX<conf ic)| 
M5eX(coofic)l 

tf«X(confif)| 


snap*server location i 
stm^-teryer location i 


図 1-3 再入力支援 
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候補支援表示コマンド 

• コマンドの入力後に？を入力すると、コマンドの候補が表示されます。 


U 周 


£dit Setup Control 妙 ido« 

” belP 


*«X> «nebl« 

MeXl conf Sc 


H' 

|l 

ICSeX(conf ic)l ip address ? 



cx ： 192.168 .1.1 



<hcr> To «Mble DHCP 



M5«X(conf icp ip «ddre»s | 


匕 


図 1-4 候補支援表示 


コマンド入力の省略 

コマンドおよび引数の入力はそれぞれ一意に識別できる文字までを入力すればその後の文字の 
入力を省略することができます。 


【入力省略例】 

• enable en 

• show runnma-config — sh ru 

【省略ができない例】 

•co — configure および copy が候補にあるためエラーとなります。 

記述中の記号の意味は以下の通 D とな D ます。 

< > :必須項目 一必ず入力するようにしてください。 

{ I } :選択肢 一いずれかを選択して入力してください。 
f 1:オプションー必要に応じて入力してください。 
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2. 基本情報の表示 

【特権モード】にて 【show sys - info ] を入力すると図 2-1 のような本機器の基本情報を確認 
することができます。 

基本情報参照コマンド 

特権モード show sys-info 


S .薄5^ 薄!?* 




File £dit getup Octroi 



|M5eX> en 

ICeXl sho* ty^-info 


Di 

Sysiett up for: 

Boot Cafe Version ： 

000d6y(s). OOhr(s). 21 論 in($>, I8sec(s) 




ftjnt i»c Code Version : 



Kirtfwre InforMiion 



Version ： 

Version? 


Fljced &>o<rRate ： 

1616 

9$OObP$ 


Flash Size ： 

41¢ 


Adnini«U«t ion Infor_tion 



Switch 

Switch Loctti ion ： ano 
Switch Contact: 



Syste* Address InforMt ion 



IP Address ： 

192.188 .1.10 


Subnet Mask: 

255.255 .256.0 


Ocfault Gateway: 

0.0.0.0 


OHCP Mode ： 

Disabled 

■l 

M5eX| | 




図 2-1 基本情報参照コマンド 
(show sys - info ) 
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3. 基本機能設定 
3.1. 管理情報の設定 

【グロー バル コンフィグレーションモード】 にて管理者名、設置場所、連絡先を設定します。 
設定情報の参照は 【特権 モード】 にて [show sys - info ] でご確認ください。 


ホスト名設定コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

nostname <hostname> 

削除コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no hostname 

設置場所設定コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

snmp-server location <server location 〉 

削除コマンド 

グローバルコンフイグレーシヨンモード 

no snmp-server location 

連絡先設定コマンド 

グローバルコンフイグレーシヨンモード 

snmp-server contact <server contact> 

削除コマンド 

グローバルコンフイグレーシヨンモード 

no snmp-server contact 

基本情報参照コマンド 

特権モード 

show sys-info 


ex . ホスト名を PoESW -1、 設置場所を 0 ffice -2 F 、 連絡先を Manager とする設定例 


S 75 Sr 79?!^9 yIiryi 

•a 

Fil* £dit Setup Control WcxJow beb 



conf if 

MbeX(conf i()| hostnaae MN279S0-1 
ktC7050* I (oonf ic)| snap-server locat ion Off icc-7F 
l#C7050-!(oonfit)l *n#p-»rvtr contict Ntr«e«r 
l(W27050-1(conif if )1 end 


-1(oonf i|)t < 
m270$0-l| sh syt -info 
Ly:te« up for ： 

Boot Code Version ： 

Ru>t iw Code Version : 
hsirdirtir* InforMtion 
Version ： 

ORAM Size ： 

Fixed Baud Rate ： 
Flt«h Sizt ： 


000 day(s)* QOKr(s), )5nin(s), 2Ssec(s) 


V»rsion2 

IBM 

9600bps 

m 


Aiiiinittrtlion In^orMl too 
S«ilctt Name: VK27050-1 

Switch Loctiion ： Office-7F 
Switch ConUct ： ll«ntc«r 

System Address Wortat ion 
mac Address ： 

IP Address ： 192.IS9.1.10 

Subnet Mtsk: ?56.?55.?65.« 

Default Gtievt /： 0.0.0.0 

0WCP Mode ： Disabled 

KM27050-I! | 


図 3-1 管理者名、設置場所、連絡先の設定と参照 (show sys - info ) 
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3.2. IP アドレスの設定 

【インターフエースコンフィグレーションモード】にて本機器の ip アドレスに関する設定を行い 
ます。設定情報の参照は【特権モード】にて [show ip conf ] でご確認ください。 


IP アドレス設定コマンド（デフオルトゲー 

トウエイも一括設定可） 

グ□—ノ i ルコンフイグレーシヨンモード 

ip address <ip-address> <mask> 

デフォルトゲートウェイ設定コマンド 

グ□—ノ i ルコンフイグレーシヨンモード 

ip default-gateway <ip-address> 

DHCP クライアント設定コマンド 

グ □— ノ（ルコンフイグレーシヨンモード 

ip address dhcp 

DHCP クライアント設定無効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

no ip address dhcp 

IP アドレス参照コマンド 

特権モード 

show ip conf 


exl . IP アドレス:192.168.1.100、サブネットマスク:255.255.255.0、 
デフォルトゲートウェイ：192.168 .1.1 の設定例 



図 3-2 IP アドレス設定と参照 
(show ip conf) 
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ex 2. DHCP クライアントの設定例 



図 3-3 DHCP クライアント設定と IP アドレス設定参照 
(show ip conf) 


ご注意：この項目を設定しなければ SN M P 管理機能と Telnet によるリモート接続が使用できませんの 
で必ず設定を行ってください。設定項目が不明な場合はネットワーク管理者にご相談くださ 
し、。 IP アドレスはネットワーク上の他の装置と重複してはいけません。また、この項目には本 
装置を利用するサブネット上の他の装置と同様のサブネットマスクとデフォルトゲートウェ 
イを設定してください。 
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3.3. SNMP の設定 

【グローノルコンフィグレーションモード】にて SNMP エージェントとしての設定を行います。 
設定情報の参照は【特権モード】にて 【 showsnmp 】 でご確認ください。 


SNMP 有効コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

snmp-server agent 

SNMP 無効コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no snmp-server agent 

SNMP 管理(読み込み専用、読み書き可能設定)コマンド 

グローパルコンフイグレーシヨンモード 

snmp-server community <index> <community> {RO | RW} 

[<ip>] 

削除コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no snmp-server community <index> 

SNMP トラップ(タイプ、 IP アドレス、コミュニティ名設定)コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

snmp-server host く index 〉 <ip> trap 〈 community 〉 

削除コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no snmp-server host <index> 

SNMP トラップ (authentication fai 

ure 設定)コマンド 


グ '□— バ ' ルコンフイク''レーシヨンモード snmp-server enable traps snmp authentication 


削除コマンド 


ク '' □— バ ' ルコンフイク''レーシヨンモード no snmp-server enable traps snmp authentication 


SNMP トラツプ(リンクダウンポート設定)コマンド 


snmp-server enable traps linkupdown <1-z or 1,2,3 or 

グローパルコンフイグレーシヨンモード 

1,2,3-5> 


削除コマンド 


no snmp-server enable traps linkupdown <1-2 or 1,2,3 or 

グロー パル コンフイグレーシヨンモード 

1,2,3-5> } 


SNMP 参照コマンド 


特権モード show snmp 
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exl . SNMP エージェントの設定と SNMP マネージャ、 Trap レシーパ、各種 Trap の設定例 




£il* £dit を味 Cgitrol tfodow 



M5eX> ert«bl« 

D 6 eX| coof if 

feR>eX(cani 1()8 snap^server a^enl 
M5eX(confic)| 

KCtX(c«nfic )8 sn»p-*»rytr owwuilty I priv*t« rv 192.169.1.200 
M$e}((ccnfic)i : 

K66X(confit> 尊 

M5eX(conl ic )8 server host 
M5eX<confic) 露 

k 6 tX(conv ic)8 sn»P-**rvtr «n»bl« tr«o$ «u(hervt ic«t ion 
M5eX(ccrtf if )8 sfmtr-wfwtr «ntbl« trt»s I Ir^down 1-5 
k 6 «X(conf if)| erx) 

M5eXf sh snap 


r，trvtr oowuili 

^ server 00 mud I ty 2 public ro 192.1$8.1. 200 
192.168 .I.2t0 trap public 


miF Mtrweer List ： 

No. Status Prlvil«te 


Enabled 

Enabled 


Ra>d*lrlte 

Read-Only 


IP Address 

192.16 8.1.201 
192.16 B. 1.209 


private 

public 


Tr*p Receiver Ll«t: 

No. Status IP Address 


Enabled 


If2. in. 1.200 

Q.0.0.0 


SWIIP Aulhoniicttion Failure : 
Enable Lirlc iW[town Pbrt ： 

M5eXl I 


CoMonii/ 

public 


Entbled 

1-5 


□ 


\g 


図 3-4 SNMP 設定参照 
(show snmp ) 
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3.4. 各ポートの設定 

【インターフェースコンフィグレーションモード】にて各ポートの状態表示、およびポートの設 
定を行います。設定情報の参照は、【特権モード】にて 【show interface info 】 で 


ご確認ください。 


ポートステータス有効コマンド 


インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

no shutdown 

ポートステータス無効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

shutdown 

ポートモード設定コマンド 

インターフェイスコンフィグレーシヨンモード 

speed-duplex { auto | {10| 100}-half} | 
{10|100}-full} } 

フローコント □— ル有効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

flow-control 

フローコント □— ル無効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

no flow-control 

EAP パケツト転送有効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

eap-forward 

EAP パケツト転送無効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

no eap-forward 

Auto MDI 有効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

mdix auto 

Auto MDI 無効コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

no mdix auto 

ポート肩報参照コマンド 

特権モード 

show interface info 

ポート名称参照コマンド 

特権モード 

show interface name 
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exl . ポートの速度設定とフローコント□—ル設定例 


DiMbled 

Disabled 

Disabled 

Enabled 


Dis«blod 

Disabled 

Disabled 

DiMbl«d 

Disabled 


Entbled 

Disabled 

Disabled 

Disabled 

Disabled 


Enabled 100-FDx 
En»ble<d Auto 
Enabled Aulo 
Enabled Auto 
En»bl»d Auto 


110/1001)( 
210/1001)( 
$ 10/100 W 

410 ハ。 0TX 
510/100TX 

•卜」 ■ 


瘦 533 FT? 


j JS 

£dit g^tup C^Qrol \*fnde 

m Help 



E eo«bl« 

confif 丁 

conf ic)l interface laatelhemetO/l 
IC«X(conf ic.iOl sp««d*duplex 100. full 
««X(cwfi t -if>| flor-«wtrol 
MSeX(oorif )1 end 
M5«X| sho* interface info 


Port Type 


Link Adkin 


FlwrClrl £AP Pkt Ff Aui<rkDl 


図 3-5 ポート情報参照① 
(show interface info ) 


ex 2. ポートステータス disable (1 番ポート）設定例 



図 3-6 ポート情報参照② 
(show interface info ) 


1111 i 
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3.5. アクセス条件の設定 

【グローバルコンフィグレーションモード】にて設定 • 管理時に本機器にアクセスする際の諸設 
定を行います。 


Console タイムアウト設定コマンド 


グロー ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

console inactivity-timer <minute> 

Console 設定参照コマンド 

特権モード 

show console 

Telnet サーパタイムアウト設定コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

telnet-server inactivity-timer <minute> 

Telnet サーノ \'設定有効コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

telnet-server enable 

Telnet サーノ《設定無効コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no telnet-server enable 

Telnet アクセス制限設定有効コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

telnet-server access-limitation enable 

Telnet アクセス制限設定無効コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no telnet-server access-limitation enable 

Telnet アクセス許可機器設定コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

telnet-server <entry> <ip-address> <mask> 

Telnet サ ー J f 設定参照コマンド 

特権モード 

show telnet-server 


※機能の詳細は付録 C をご覧ください。 
IP Setup Interface 設定有効コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

ip setup interface 

IP Setup Interface 設定無効コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no ip setup interlace 

IP Setup Interface 設定参照コマンド 

特権モード 

show ip setup interface 
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図 3-7 Console(show console )、 Telnet サーバ (show telnet - server ) の設定情報参照 
ューザ名、パスワード設定コマンド 


S すゴ/」 - 

” J リ SFW" 1 


Eite Edit 5jetip 

Control 出於 



MS6) & 60¢ 

ICeKt coni i| 

M6eK(canf ic)8 console irwcl ivity*li»er 16 
M5eX(confic)8 end 
ICeXt conscU 

Console U1 Idle Tiseoul：10 Min. 

Consol* 


Active 
M5eX| 000 if if 

IC«X(confic)I telret-wrvcr in*ct ivitsri i«er 10 
M5«X(confic)fl «nd 
ICeXt thc^ telnet-®erv«r 

Telnrt UI Idle Tiaeout：10 Vin. 

T • 翁 net Server 


Enabled 

Telnet Access Linittlion ： Dibbled 
No. IP Addre» Sofcnel Mask 


グ□—ノゞルコンフイグレーシヨンモード 

username <new username> 

※ユーザ名の入力後に古いパスワードおよび新しいパスワード （ 2回)を入力します。 


| 哲 . rSWjWSyy 31 



| £dit Setup Cfi^Qrol tfridd 

m belp 



6eX> «n$ble 
i«X| conf ic 

l«X(oonf ic)l usermae aamcer 
Enter old p»word: 

Enter nev p«**»ord ： 

Enter r»e» peisvord 林 
MSeX(confiK>l | 


図 3-8 ユーザ名、パスワードの設定 



23 






















RAD 旧 S サーパ設定コマンド 


グ□—ノ（ルコンフイグレーシヨンモード 

radius-server host ip <ip-address> 

[timeout <sec(s)>][retransmit く retries〉] 

[key <string>] 

RADIUS サーバ設定参照コマンド 

特権モード 

show radius-server 


ex . RADIUS サーバの IP アドレス192.168 .1.1 、タイムアウト10(秒)、再試行3(回)、 key が 
secret の設定例 




J : ¢3 

£dit §0tup Control 物 tde 

m beb 



JO mbit 
M«X| coni ic 

MS«X(confif)| radius-server host 192. ISS.t. 
IC«X(coof i()| end 
IfieXS «Nov radius-server 

Server IP Address : 192,18 M. I 

Shared Secret : Mcrt 

Respor»se Tiae : 10 seconds 

lUxiaua Retransmission : 3 

MeX| | 


tiaeout 10 retr^nsait $ key secrt 


図 3-9 RADIUS server の設定参照 (show radius - server ) 
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syslog 有効コマンド 


グローバルコンフイグレーシヨンモード 

syslog enable 

syslog 無効コマンド 

グローバルコンフイグレーシヨンモード 

no syslog enable 

syslog サーパ facility 設定コマンド 

グ□—ノ i ルコンフイグレーシヨンモード 

syslog facility <1-2> <0-7 〉 

syslog サーパ header-info 設定コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

syslog header-info <1-2> { IP | None | 

SysName} 

syslog サーパ有効設定コマンド 

グローバルコンフイグレーシヨンモード 

syslog server enable <1-2> 

syslog サーバ無効設定コマンド 

グロー パル コンフイグレーシヨンモード 

no syslog server enable <1-2> 

syslog サーバ IP アドレス設定コマンド 

グ □— ノ（ルコンフイグレーシヨンモード 

syslog server-ip <1-2> <ip-address> 

syslog 設定削除コマンド 

グ□—ノ '('ルコンフイグレーシヨンモード 

syslog clear [ server <1-2>] 

syslog 設定参照コマンド 

特権モード 

show syslog [config] 

ex.syslog server 1 の IP アドレス 192.168 .1.10 、 Facility 1 追加 情報 IP の設定例 

j yi • レ [v l *ei isJ Ll^ 


[ £dit Control 货 ndow 


|M5»X> en«bl« 

D(5eKt oonf i$ 
|lifieK(conf i«)| sysloc 


k6eX(canfic)9 xysloc facility 


M5«X(canf 
H6eX(«nf 
M5eX(conf 
M6eX| 


rip 1 192.168 .1.111 


c> 篇 tysloc h td t r- inifo I IP 
<)1 mlos wrvtr «mbU 1 
t)l end 
f sysloc 


Entry Ti_<mY/W/DO HH ： Mf ： SS) 


Ewt 


1800/01/11 00:00:24 
1900/01/11 00:01:41 
1900/01/11 00:01:44 
1900/01/11 Q0 ： 03：07 
1900/01/11 00:04:13 
1900/01/11 00:04:38 
1900/01/11 00:04:49 


7 

M5eXt shov sysloc oonfic 
Sysloc Tr«ns«iis8ion: Disabled 


Svitch start 

Locin fro«i console 

Enter CoMkand Line Interface 

Conf icurtt ion ch^ncwd 

Conf icuretion 

Conf iiurat ion carted 

Conf iiurat ion charged 


Sysloc Server Li si 
Mo. Stitus 


Enabled 

Oisabled 


IP Address 

192.168.t.lit 
O.0.O.O 


Facility 

- -L I I • '•'I 

FaciIil># 


Include SysMone/IP 
IP tddrest 


a 


ffieXf 


図 3-10 syslog(show syslog) および syslog サーノ 《(show syslog config) の設定参照 
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3.6. MAC アドレステーブルの参照 

【グローバルコンフィグレーシヨンモード】にてフォワーディングデータベース ( FDB : バケツ 
卜の転送に必要な MAC アドレスが学習 • 記録されているリスト ) の設定及び【特権モード】にて 
FDB の内容を表示します。また、静的な MAC アドレスの追加•削除を行えます。 


エー■ジングタイム設定コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

mac-address-table aainq-time く seconds 〉 

FDB エントリー ( static ) 設定コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

mac-address-table static <MAL address 〉 

<interface> vlan <vlan-id> 

FDB エントリー削除コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no mac-address-table static <MAC address 〉 

vlan <vlan-id> 

MAC learning 有効コマンド 

インターフェース 

コンフィグレーシヨンモード 

mac-learning 

MAC learning 無効コマンド 

インターフェース 

コンフィグレーシヨンモード 

no mac-learning 

FDB ( static ) 参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table static 

FDB(MAC 毎)参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table mac 

FDB ( インターフエース毎)参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table interface 〈 interface 〉 

FDB(VLAN 毎)参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table vlan <vlan-id> 

FDB ( マルチキャスト)参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table multicast 

MAC learning 参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table mac-learning 

エージングタイム参照コマンド 

特権モード 

show mac-address-table aging-time 
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図 3-11MAC アドレステーブル参照 
(show mac-address-table static) 

(show mac-address-table mac) 

(show mac-address-table interface く interface〉) 
(show mac-address-table vlan <vlan-id>) 
(show mac-address-table multicast) 
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3.7. SNTP の設定 

【グローバルコンフイグレーシヨンモード】にて SNTP による時刻同期の設定を行います。設定 
情報の参照は、【特権モード】にて 【 showsntp 】 でご確認ください。 


SNTP server IP アドレス設定コマンド 


グ□—ノ i ルコンフイグレーシヨンモード 

sntp server <ip-address> 

SNTP 時間取得間隔設定コマンド 


グ□—ノ （ ルコンフイグレーシヨンモード 

sntp poll-interval <sec> 

SNTP 夏季時間 enable 設定コマンド 

グロー ノ（ルコンフイグレーシヨンモード 

sntp daylight-saving 

SNTP 夏季時間 disable 設定コマンド 

グローパルコンフィグレーシヨンモード 

no sntp daylight-saving 

SNTP タイムゾーン設定コマンド 


グ□—ノ（ルコンフィグレーシヨンモード 

sntp timezone [<location>] NULL to see time 

zones 

SNTP 設定情報参照コマンド 


特権モード 

show sntp 




J 

| £dit Setup CfipQrol 物 yk 

m fcje(p 



6eX> 


enebl* 
thov snip 


( 期 : _:SS > 

( rrctm/w ) , 
TP Server IP 
ITP Pol line Interval 
Tiw Zone 
[>»yl i|hl Stvinc 

| 


00 ： 13 ： 0$ 
1900/01/01 
0.0.0.0 
1440 Min 
(GMTi09 ： 00) 
N/A 


.Sapporo. Tol(yo 


図 3-12 SNTP の設定情報参照 (show sntp) 
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3.8. ARP の設定 

【グローノ0レコンフイグレーシヨンモード】にて ARP テーブルの参照、および設定を行います。 


ARP エージングタイム設定コマンド 


グローバルコンフイグレーシヨンモード 

arp timeout <value> 

ARP(static) 設定コマンド 

グ □— ノ（ルコンフイグレーシヨンモード 

arp <ip-address> <MAC address> 

ARP(MAC 毎)参照コマンド 

特権モード 

show arp sort MAC 

ARP(IP 毎)参照コマンド 

特権モード 

show arp sort IP 

ARP(static) 参照コマンド 

特権モード 

show arp sort type-static 

ARP(dynamic) 参照コマンド 

特権モード 

show arp sort type-dynamic 




[ito £dit getup CQpfirol 物 idow 决 |p 





•X> «nebl« 

lAeXi thov trp sort iype-ctfVMhic 

Soriinc Method : By Dyntaic Type 
Ace Timeout : 7200 


IP Addre^ 


'200 seconds 
Hardvftre Addr< 


•r vwwi w 


132. 1(8.1.111 

M 5 fX| | 


00 ： OB ： 97:BD:A8:$B 


Type 

(VtMiic 


Ci 


図 3-13 ARP テーブル参照 (show arp sort type-dynamic) 
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4. 拡張機能設定 
41. VLAN の設定 

【グローバルコンフイグレーシヨンモード】 または 【インターフェースコンフイグレーシヨンモード】 にて 


VLAN の設定を行います。 


VLAN 作成設定コマンド 


グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

interface vlan<vlan-id> 

削除コマンド 

グローノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no interface vlan<vlan-id> 

VLAN 名設定コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

name <name> 

VLAN メンノ設定コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

member <1-2 or 1,2,3 or 1,2,3-5> 

PVID 設定コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

pvid <vlan-id> 

VLAN ID 情報参照コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

getvlan 

VLAN 設定情報参照コマンド 

特権モード 

show vlan {all | <vlan-id>) 

VLAN ポート設定参照コマンド 

特権モード 

show vlan vlan-by-port 

PVID 参照コマンド 

特権モード 

show vlan port 
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I 

1C vltnio 

MSeX| show vI an 10 

VLAM ID 
VLAN N»v« 

Port Metiers 
Uhiafted Ports 


m vltn vl*n-by-port 
VUN ID 



図 4-1 VLAN 設定参照 (show vlan {all | <vlan-id>}) 
(show vlan vlan-by-port) 


PerwneM F*2.F»3,F*4.F»5 
Static F»I.F»2 




£il* £dit み Control 货 oio«v 



M5 ， X> enable 
!6eK| shov vlan al I 

Naae 


Type 


Ports 


IQVI1-2— 
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4.2. QoS(Quality of Service ) の設定 

【グ □ー バルコンフイ グレー シヨンモード】にて QoS の設定を行います。基本情報の参照は、【特権 
モード】にて [show mis qos] で参照してください。 


QoS enable 設定コマンド 


グローパルコンフィグレーションモード 

mis qos 

QoS disable 設定コマンド 

グ□—ノ t ルコンフイグレーシヨンモード 

no mis qos 

CoS-trafficclass マツビング設定コマンド 

グローパルコンフィグレーションモード 

priority-queue cos-map 〈traffic class 〉 
<priority> 

QoS 設定参照コマンド 

特権モード 

show mis qos 

CoS—traffic class マツピンク'参照コマンド 

特権モード 

show priority-queue cos-map 



図 4-2 QoS 設定参照 
(show mis qos、show priority-queue cos-map) 
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4.3. IEEE 802 .IX ポートベース認証機能の設定 

【ク'ロー バリ レコンフィグレーシヨンモード】と【インタフェイスコンフィグレーシヨンモード】 にて 

IEEE 802.IX の設定を行います。基本情報の参照は、【特権モード】にて [show dot lx <1-2 or 1,2,3 
or 1,2,3-5>] で参照してください。 

NAS ID 設定コマンド 

グローパルコンフイグレーシヨンモード | dot 1 x nas-id < NASID > 

認証要求の際の動作設定コマンド 


dotl xport-control f auto I force-authorized I Tor 

インタフェイスコンフイグレーシヨンモード 

ce-unauthorized} 


定期的再認証有効設定コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx re-authentication 

定期的再認証無効設定コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

no dotlx re-authentication 

再認証取得間隔設定コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx timeout re-authperiod <seconds> 

クライアントタイムアウト時間設定コマンド 

インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx timeout supp-timeout <seconds> 

認証サーパタイムアウト時間設定コマン 1 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx timeout server <seconds> 

認証失敗時待機時間コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx timeout quiet-period <seconds> 

認証再送信要求間隔設定コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx timeout tx-period <seconds> 

認証最大再送信試行回数設コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx max-req <value> 

再認証状態初期化設定コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx re-authenticate 

認証状態初期設定コマンド 


インタフェイスコンフィグレーシヨンモード 

dotlx init 

認証情報設定参照コマンド 


特権モード 

show dotlx <1-2 or 1,2,3 or 1,2,3-5 〉 
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■ £jdit Setup CgrMrol ■ 


I6«X> enable 
M5«X| shov dollx 1-2 

NAS ID ： Has 1 

Port Mo ：1 
Pori Status 
Tr«n9»iMion Period 
Server Tiaeout 
Outet Period 
Re-«ulh Status 


Authorised 

: +:fl -，： 

30 «ec 
60 tec 
Disabled 


Port Ho : 2 
Pori Status 
Tr^nsaiMion Period : 30 
Server Timeout : 30 
Ouiei Period 
Re-tuth SUlus 

6«Xt 


: 30 wp 

: eo stk 

Diiftbled 


Pori Control 
S<jppI ic^nt Tiaeout 
ItoxiM Request 
Re-4uth Period 


Pori Control 
Supplicant Tiaeout 
H«xiM Reojest 
Rc-aulh Period 


Force Authorized 
和 MC 


: Force Authorized 
: Z0 tOQ 
: 2 

: 3S00 sec 




図 4-3 IEEE 802 . IX 認証設定参照 
(show dot lx 1-2) 
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4.4. PoE (給電機能)の設定 


ご注意： PoE 機能は品名の末尾が ‘PWR’ である機種のみに搭載されています。 

【インターフエースコンフィグレーシヨンモード】 にて PoE の設定を行います0 

PoE ポート有効設定コマンド 


インターフエースコンフイグレーシヨンモード 

no peth shutdown 

PoE ポート無効設定コマンド 

インターフエースコンフイグレーシヨンモード 

oeth shutdown 

PoE ポート供給鼋力制限コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

peth limit <value> 

PoE ポート優先順位設定コマンド 

インターフエースコンフィグレーシヨンモード 

peth priority {critical | high | low} 

PoE 設定参照コマンド 

特権モード 

show peth-port 


File Edit Setup Control Window Help 


Power Budget : 62W 

Power Consumption : 6W 


No. 

Admin 

Status 

Class Prio. 

Limit(mW) 

Pow.(mW) 

Vol.(V) 

Cur.(mA) 

1 

Up 

Not Powered 

0 Low 

15400 

0 

0 

0 

2 

Up 

Not Powered 

0 Low 

15400 

0 

0 

0 

3 

Up 

Powered 

0 Low 

15400 

3395 

49.6 

65 

4 

Up 

Powered 

0 Low 

15400 

3395 

49.7 

65 


mePWt 


si 


M5ePWR> enable 
M5ePWR# show peth-port 


y. 

屬 


図 4-4 PoE ポート設定情報参照 
(show peth - port ) 
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5. 統計情報の表示 


【特権モード】にて本装置の統計情報の参照を行います。 
統計情報 ( traffic ) 参照コマンド 


特権モード 

show interface counters <interrace port> 

統計情報 ( error ) 参照コマンド 

特権モード 

show interface counters errors〈interface 

port> 




J t3 

己 nr £dit "rr-irml 也 nt 

w yet 



MSeXI shov interface courtiers ftO/l 

Elapsed Tiae Since Sysie * Lb : 0 € 0 ： 00 ： 44:37 

Tottl RX Byt« Total RX Pkts Good Broadens 
0 0 

M-Byte Rets SS-127 Pkts I28-25S Ptd 
Q 0 

256-511 PkU 512-1129 Pkts Over 1024 Pkt 
0 0 

ICeX| «hov initrf«oe count trs error* f •〇ノ I 

Ei&psed Tine Since SyelM Up : 000:00:44:55 

CRC/AI icn Errors Undersize Pkis Oversize Ptcis 

0 0 I 

FretMrvts Jobbers Collisions 

0 0 0 

MSeXl | 


図 5-1 各種統計情報の参照 (show interface counters faO/1) 
(show interface counters errors faO/1) 
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6. バージョンアップおよび設定内容の保存•読込 

【特権モード】にてファームウェアのノ（ージョンアップおよび設定内容のアップ□—ド/ダウンロ 
ードの実行を行います。 

パージ ョン アツプ設定コマンド 

特権モード' copy tftp <ip-address> <filename> image 



図 6-1 ノ f ージョンアツプ中画面 
(copy tftp 192.168 .1.1 11 M5ex1107.rom image) 


設定内容アップ□ー ドコマンド 


特権モード 

copv runmng-conria tttp <ip-address> <filename> 

設定内容ダウン□—ドコマンド 

特権モード 

copy tftp <ip-address> 〈 filename 〉 running-config 
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7. 再起動 


【特権モード】にて再起動の種類や再起動の実行を行います。 

再起動コマンド 


特権モード 

Reooot 


\ normal | factory-default | default - except - IP } 


また、【グローバルコンフィグレーシヨンモード】にてタイマーを事前に設定することにより実 
行の指示後からカウントダウンを開始し、設定した時間後に再起動の実行をさせることも可能で 
す0 


再起動タイマー設定コマンド 

グローバルコンフイグレーシヨンモード reboot timer < time ( sec )> 



図 7-1 再起動中画面 
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8. Ping の実行 

すべてのモードにて Ping の実行を行うことができます。 


Pinq コマンド 


すべてのモード 

pina <ip-address> 

Ping ( 回数)コマンド 

すべてのモード 

pina <ip-address> [-n <count>] 

Ping ( タイムアウト)コマンド 

すべてのモード 

ping <ip-address> [-w <timeout(sec)>] 



図 8-1 Ping の実行 （ping 192.168.1.10) 
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9. システム□ク'の参照 

【特権モード】 にてシステムログの参照を行います。 


システム □ ク'参照コマンド 


特権モード 

show sysloa 

システム□グクリアコマンド 

グロー バルコン フイグレーシヨ ン モード 

syslog clear 




[あ £dit Setup Control 妙 idow 

的 



H5e)f> enable 




ICeXl shot «y«loc 




Entry Ti«e<mY/lll/CO W ： lfll ： $S) 


Ev«nl 


1 190()/01/01 00:00:24 

Switch start 


2 1900/01/01 00:00:25 

Port-4 

1irk-up 


3 1900/01/01 00:00:33 

Lot in 

from console 


4 1900/01/01 00:00:35 

Enter 

CoMM#)d Line IMerf^ce 


M5«X] ■ 






I 







図 9-1 システムログ表示 (show sys - log ) 
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10. 設定情報の参照 

【特権モード】にて設定情報の参照を行います。 

設定情報参照コマンド 

特権モード show runnma-config 





File £dit Setup C^itrol Window KanjiCode Help 

M5eX> enable 

11115 eX# show runn i ng-conf i g 


m 

! — start of MN 27050 configuratio 

i 

enable 
configure 

i 

ip address 0.0.0.0 0.0.0.0 

i 

interface FastEthernet0/1 

mdix auto 

exit 

I 

interface FastEthernetO/2 
exit 

i 

interface FastEthernetO/3 
exit 

-- 


interface FastEthernetO/4 

exit 

i 


m 

interface FastEthernetO/5 


j 


図 10-1 設定情報の参照 
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付録 A . 仕様 


お使いの機種の仕様を確認するには、それぞれの機種に対応した 
『取扱説明書（メニュー編）』をご参照ください。 
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付録 B . Windows ハイパーターミナルによる 
コンソー J レポート設定手順 

Windows がインス!ルされた PC と本装置をコンソールケープルで接続し、以下の手順でハ 
イパ—ターミナルを起動します。 

(Windows Vista 以降では別途ターミナルエミュレータのインス I ルが必要です。） 

① Windows のタスクバーの [ スタート ] ボタンをクリックし、[プ□グラム ( P )]— [アクセサリ] 
—[通信]—[ハイパー ターミナル ] を選択します。 

② 「接続の設定」ウィンドウが現われますので、任意の名前（例えば Switch ) を入力、アイコ 
ンを選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

③ 「電話番号」ウィンドウが現われますので、「接続方法」の欄のプルダウンメニューをクリック 
し、 “ Coml ” を選択後 [OK] ボタンをクリックします。 

ただし、ここではコンソールケープルが Coml に接続されているものとします。 

④ rcoMi のプ□パティ」というウィンドウ内の「ビット/秒 ( B )」 の欄でプルダウンメニューを 
クリックし、 “9600” を選択します。 

⑤ 「フロー制御 ( F )」 の欄のプルダウンメニューをクリックし、“なし”を選択後 [ OK ] ポタンを 
クリックします。 

⑥ ハイパーターミナルのメインメニューの[ファイル ( F )] をクリックし、[プ□パティ （ R ) j を選択 
します。 

⑦ 「< name > のプロパティ」 （< name > は②で入力した名前）というウィンドウが現われます。 
そこで、ウィンドウ内上部にある“設定”をクリックして画面を切り替え、“エミュレーシ 
ヨン ( E )” の欄でプルダウンメニューをクリックするとリストが表示されますので、 “ VT 100” 
を選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

⑧ 取扱説明書（メニュー編）の4章に従って本装置の設定を行います。 

⑨ 設定が終了したらハイパーターミナルのメインメニューの[ファイル ( F )] をクリックし、[ハイ 
パーターミナルの終了 (X)] をクリックします。ターミナルを切断してもいいかどうかを聞い 
てきますので、[はい (Y)] ボタンをクリックします。そして、ハイパーター■ミナルの設定を保 
存するかどうかを聞いてきますので、[はい (Y)] ボタンをクリックします。 

⑩ ハイパーターミナルのウィンドウに“ < name >. ht ” （く name > は②で入力した名前）という 
ファイルが作成されます。 

次回からは “< name >. ht ” をダプルクリックしてハイパーターミナルを起動し、⑧の操作を行え 
ば本装置の設定が可能となります。 
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付録 C . IP アドレス簡単設定機能について 

IP アドレス簡单設定機能を使用する際の注意点について説明します。 

【動作確認済ソフトウェア】 

パナソニック株式会社製 IP 簡単設定ソフトウェア V 3.01 / V4.00 / V4.24R00 
パナソニックシステムネットワークス株式会社製セットアップソフトウェア Ver 3.10 R00 

【設定可能項目】 

•IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ 
• システム名 

※パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアでのみ設定可能です。 
ソフトウェア上では“カメラ名”と表示されます。 


【制限事項】 

•セキュリティ確保のため、電源投入時より20分間のみ設定変更が可能です。 

ただし、 IP アドレス/サブネットマスク/デフォルトゲートウェイ/ユーザ名/ノ《スワードの設定 
が工場出荷時状態の場合、時間の制限に関係なく設定が可能です。 

※制限時間を過ぎても一覧には表示されますので、現在の設定を確認することができます。 

• パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアの以下の機能は対応しており 
ませんので、使用することはできません。 

-“カメラへのリンク”ボタン 
-“自動設定機能” 

※ネットワークカメラの商品情報は各メーカ様へご確認ください。 
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故障かな 7 と思われたら 

故障かと思われた場合は、まず下記の項目に従って確認を行ってくださし、。 


♦LED 表示関連 

■電源 LED(POWER) が点灯しない場合 
•電源コードが外れていませんか7 

—電源コードが電源ポートにゆるみ等がないよう、確実に接続されているかを 
確認してください。 

■リンク/送受信 LED ( UNK/ACT . )が点灯しなしヽ場合 
•ケープルを該当するポートに正しく接続していますか7 
•該当するポートに接続している機器はそれぞれの規格に準拠していますか？ 

•オートネゴシエーションで失敗している場合があります。 

—本装置のポート設定もしくは端末の設定を半二重に設定してみてください。 

♦通信ができない場合 

■全てのポートが通信できない、または通信が遅い場合 
•機器の通信速度、通信モードが正しく設定されていますか7 

通信モードを示す信号が適切に得られない場合は、半二重モードで動作します。 

接続相手を半二重モードに切り替えてください。 

接続対向機器を強制全二重に設定しないでください。 

•本装置を接続しているバックボーンネットワークの帯域使用率が高すぎる、またはループ 
が発生していませんか7 

—バックボーンネットワークから本装置を分離してみてください。 

♦PoE 給電ができない場合 (PoE 対応機種） 

■PoE 給電 LED(PoE) が点灯しない場合 

參ケープルは適切なものを使用し、 PoE 給電をサポートするポートに接続していますか？ 

參該当するポートに接続している PoE 対応機器は、 IEEE 802.3 af 規格に準拠していますか？ 
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アフターサービスについて 


1. 保証書について 

保証書は本装置に付属の取扱説明書（紙面）についています。必ず保証書の『お買い上げ日、 
販売店（会社名）』などの記入をお確かめの上、販売店から受け取っていただき、内容を良 
くお読みの後大切に保管してください。保証期間はお買い上げの日より1年間です。 


2 . 修理を依頼されるとき 

『故障かな7と思われたら』に従って確認をしていただき、なお異常がある場合は 
次ページの『便利メモ』をご活用のうえ、下記の内容とともにお買上げの販売店へご依頼く 
ださい。 

♦品名 ♦品番 

♦製品シリアル番号（製品に貼付されている11桁の英数字） 

♦ファームウエアパージョン（個装箱に貼付されている” Ver .” 以下の番号） 

♦異常の状況( できるだけ具体的にお伝えくださし、 ) 

•保証期間中は： 

保証書の規定に従い修理をさせていただきます。 

お買い上げの販売店まで製品に保証書を添えてご持参ください。 

參保証期間が過ぎているときは： 

診断して修理できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

3. アフターサービス • 商品に関するお問い合わせ 

お買い上げの販売店もしくは下記の連絡先にお問い合わせください。 

パナソニック ES ネットワークス株式会社 

TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 

4. ご購入後の技術的なお問い合わせ 

■ご購入後の技術的なお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。 

IP 電話（050番号）からはご利用いただけません。お近くの弊社各営業部にお問い合わせください。 

pSvSi n 1 on O 1〇 "71"")受付 9:30 〜 12:00/13:00 〜 17:00 
【•1 *】 U | ZU-j I Z -/ 丨 Z (土.日.祝日' および弊社休日を除く） 

お問い合わせの前に、弊社ホームページにて、サボート内容をご確認ください。 

URL: http://panasonic.co.jp/es/pesnw/ 
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便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ日 

年月日 

ロク 
□□1=] 


品番 


ファームウエア 

バージヨン( X ) 

Boot Code 


Runtime Code 


シリアル番号 





製品に貼付されている 11 桁の英数字） 

販売店 

または 

販売会社名 

電話 ( ) — 

お客様 

ご相談窓口 

電話 ( ) — 


(※ 確認画面はメニュー編 4. 5項を参照) 


® Panasonic Eco Solutions Networks Co., Ltd. 2012 

パナソニック ES ネットワ-クス株式会社 

亍 105-0021 東京都港区東新橋 2 丁目 12 番 7 号住友東新橋ビル 2 号館 4 階 
TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 
URL: http://panasomc.co.[p/es/pesnw/ 
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